
企
部
官
邸
志
港
廿
七

門
が
斐
女
は
栓
方
な
く
.
此
上
は
邪
常
に
自
在
し
て
恨
E
n却
下
に
報

ぜ
ん
と、

由
民
に
入
り
て
支
度
す
る
を
‘
三
右
衛
門
少
し
存
寄
る
か
た

も
侍
れ
ば
.
一
先
づ
越
中
の
方
へ
立
退
き
給
う
て
・
時
節
を
相
待
ち
・

若
子
を
成
長
な
し
て
・
世
K
立
て
給
へ
と
諌
め
て
・
越
中
へ
立
退
か

せ
・
荒
木
と
い
ふ
所
に
隠
し
白
書
・
後
成
長
し
て
荒
木
六
兵
術
と
都

し
、
利
家
卿
越
中
へ
殻
向
し
給
ム
時
被
i

召一
出
一
千
石
の
采
地
主
賜
は

り
・
今
陀
至
り
子
孫
繁
昌
す
。
松
闘
が
出
品
に
仰
れ
る
聖
徳
太
子
の
傘

像
あ
り
。
か
た
み
に
も
せ
よ
と
て

、
松
田
が
妻
女
三
方
衛
門
に
興
へ

た
り
し
を
・
後
民
今
問
弁
村
の
遊
山
切
に
安
世
し
て
箆
験
掲
鷲
・
毎
歳

二
月
廿
二
日
陀
は
参
鰐
群
集
し
け
り
。
元
は
本
願
寺
の
由
民
裁
に
有
h
y

し
を
、
何
れ
の
頃
に
か
絵
図
に
給
は
り
し
也
。
と
あ
り
。
飛
耳
秘
録

に
は
‘
此
時
松
聞
が
婆
女
廷
然
と
し
て
途
方
を
失
ひ
、
此
の
上
は
カ

た
し
、
尋
常
に
自
害
し
て
.
夫
a

次
郎
左
術
門
の
死
出
を
伴
は
ん
と
い

ふ
を
・
馬
捕
三
右
衛
門
所
詮
袋
を
沼
れ、

E
ね
て
仇
を
報
い
給
ム
べ

し
と
鯨
め
つ
る
。
主
人
の
妻
子
を
仲
ひ
、
越
中
へ
赴
き
・
荒
木
と
い

ム
所
に
務
付
き
・
袋
陀
住
居
せ
し
め
、
彼
の
幼
少
の
子
後
陀
成
長
し

て
荒
木
六
兵
術
と
mm
し
け
り
。
利
市
北
卿
越
中
田
盟
向
の
時
、
品
世
間
，
次
郎

左
術
門
が
由
蜘
刊
を
附
召
さ
れ
、
甲
斐
/
¥
数
者
の
子
也
と
感
じ
思
召

出
さ
れ
.
五
十
依

E
脇
ひ
、
共
後
登
山
尺
の
儀
御
舟
也
。
七
堂
伽
藍

地
取
等
指
上
、
委
細
市
上
げ
h

る
蕗
.
御
感
あ
り
て
.
疋
保
三
年
に

知
行
百
石
川
糊
は
り
.
共
子
伊
左
術
門
に
至
り
て
は
.
再
び
切
米

E
m糊

ム。

と
あ
り
。

小
松
按
考
に
云
ふ
。
明
眠
間
一
元
年
天
満
宮
を
梯
川
部
陀

新
民
建
立
あ
り
。
本
枇
は
良
佳
山
上
警
右
衛
門
医
命
ぜ
ら
れ
‘
京
都

北
野
天
榊
枇
の
枇
般
を
四
分
一
に
給
法
す
と
云
ム
。
共
詳
な
る
事

は
.
天
一
脚
枇
紀
に
あ
り
。
と
紀
州
制
す
。
今
按
・
干
る
花
、
右
枇
殴
抽
出
立

の
都
は
.
三
笠
紀
陀
.
明
賂
三
年
に
小
栓
懸
橋
の
川
総
に
天
満
天
榊

の
祉
を
建
立
被
a

仰
付
一
御
大
工
山
上
副
首
右
衛
門
陀
指
闘
被
v
命
、
普
鑑

し
美
鑑
し、

造
容
成
就
し
て
.
松
・梅
・田
町
の
船
木
等
迄
夫
れ
/
¥
出

来
.
御
子
孫
策
久
の
椋
札
を
ぽ
千
岳
和
備
に
被
=
仰
付
↓

と
い
へ
り
。

モ
の
文
の
末
民
、大
工
入
庇
自
=
桜
山
町
甘
礁
-
十
七
代
山
上
笹
右
術
川
普

段
と
紀
さ
る
。
図
事
昌
披
問
答
K
、
大
工
に
二
流
あ
り
。
建
仁
寺
流

は
横
山
植
田
刷
士
口
器
よ
り
‘
山
上
氏
仰
来
す
と
い
へ
り
。

O
倖
八
矢
下
部
跡

延
貸
の
金
調
印
聞
に
次
の
如
く
服
せ
た
り
。
組
尾
記
に
、
伴
氏
の
下
邸

は
.P一
段
長
年
中
に
賜
は
り
家
士
の
居
住
地
と
す
。
と
い
へ
り
。
明
治
凶

年
戸
節
制
成
の
時
、
下
屋
敷
の
名

mE厳
し、

品
限
町
へ
邸
せ
し
め

金
部
古
蹴
志
怨

甘
七

し
・
召
抱
え
ら
れ
出
車
線
千
石
下
し
給
ふ
。
と
あ
り
。
三
州
秘
義
依
汚

に
は
・
松
田
が
斐
子
を
ば
・
会
人
三
右
術
門
携
へ
て
越
中
陀
走
り
・

荒
木
と
い
ふ
蕗
に
限
し
世
き
た
り
。
共
子
孫
猪
木
六
兵
衛
ト
前
一
と
い

ム
者
に
至
っ
て
、
高
徳
公
越
中
へ
強
向
し
給
ム
時
、
披
端
に
て
天
正

十
七
年
陀
笈
仕
し、

采
地
千
石
を
印
刷
へ
り
。

ωち
今
の
荒
木
普
太
夫

の
瓶
也
。

と
あ
り
。
叉
加
賀
古
跡
考
に
は
・
松
岡
次
郎
左
衛
門
が
仲

間
と
い
へ
る
も
の
、
松
岡
が
斐
子
を
扶
け
て
越
中
園
へ
逃
返
宮
、
数

年
経
て
後
六
右
街
門
は
侍
と
成
り
、
太
子
像
は
問
弁
村
の
道
場
へ
時
間

り
奥
ム
。
と
見
h
、
飛
耳
鋭
鋒
K
も
、
松
悶
が
馬
術
六
右
街
門
後
忙

荒
木
六
兵
衛
と
改
稿
し‘

利
家
卿
被
a
召
出
-之
時
、
松
闘
が
後
室
よ
白

太
子
仙
慨
を
怒
り
奥
ふ
。
六
兵
衛
訟
も
ふ
ゃ
う
・
冊
拙
像
を
俗
家
に
泣
く

は
恐
れ
あ

D
と
て、

問
弁
村
の
道
場
へ
納
め
た
り
。
と
あ
り
。
此
の

体
訟
に
蹴
れ
ば
、
彼
の
烏
舗
が
子
孫
怠
る
に
や
。

(ι
上
)

O
上
山
善
右
衛
門
事町
邸

延
賓
の
金
棒
聞
に
、
荒
木
誓
太
輸
相
角
山
上
警
右
衛
門
。
と
あ
り
て
.

四
末
寺
の
地
内
照
悶
寺
の
西
隣
也
。
子
孫
枇
h
k

袋
に
居
住
す
。

O
山
上
善
右
衛
門
事
底
傷

務
図
官
職
泊
考
に
一
耳
ム
。
山
上
普
右
術
門
は
、
利
常
卿
立
永
五
年
召

ぶ
」

時、s'
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